
































【聞き取り調査側の感想】 

■この聞き取り調査は 4人で行なった。それぞれの人間関係をたどりながら、広島市、廿

日市市、三原市、三次市など地域的には広範囲であった。 

その中で地域差は認められなかったし、さほど年令差もなかった。「性教育を受けていない」

ということが、学校現場において教育としてなされる場合、同じ出発点だということのよ

うだ。しかし、そうは言っても微妙なところの違いはあり、ある一人の調査者は 50 代以上

の教師に 5人ほど断られたと報告している。 

以下は、調査者の感想である。 

■大規模な学校では、教職員の意志統一が難しく、個人的な頑張りでやる以外なかったよ

うだ。むしろ小規模校の方が、だれか一人積極的な人がいれば学校全体に普及しやすいと

いう事実がある。 

■女性の方が真剣に取り組んでいるようだ。特に 30～40 代。性差別の視点を押さえている

のも女性。男性はそこが弱い。例えば、「マスコミの悪」はほとんどの男性があげているが、

具体的にどこが問題なのかと突っ込むと、言葉にできない人が多い。男性は頭では理解し

ているが、体がついていっていないということだろう。自分の問題としてとらえていない

と言えようか。 

■男性の中には、「科学性」で十分とする人が多く、人権問題、関係性の問題としてとらえ

る人が少なかった。科学的といいながら、自分の体はよく知らないままであり、指導者と

いう立場で語りがち。 

■「校長を通さないと応じられない」という人も結構いた。しかし.、忙しい時期にもかか

わらずほとんどが快く応じてくださり、性教育への不安と期待を率直に語る人も多かった。 

■「生命の誕生」に神秘性を持たせようとするのは男性に多い。しかし出産体験を共有し

た男性は、「性教育」を楽しんでいる様子がうかがえるし、授業そのものも盛り上がりを見

せている。 

■性の持つ多様性、例えば「虚しさ」とか「なぜタブー視されてきたのか」とか言った部

分がなかなか引き出せないところがあった。あまりに「健康的に」「生殖としての性」と考

えがちで、避妊や中絶、快楽としての性、などに踏み込みにくくなっているようだ。 

■性教育といった場合、ほとんどが女の子をイメージする人が多く、しかも「弱い性だか

らまもらなければ」という被害者としての女の子を念頭に置いている。「加害者」になりや

すい「男の子」をイメージした人はほとんどいなかった。そろそろその発想はやめて「男

の子への性教育」を軸に展開されていっていいのではないかと思う。そうしないと、教え

る側の男性教師の意識も変わらないのではないか。 



■余談だが、今回学校を訪れてみて少し驚いたのは、全女性がといっていいと思うがみん

なスカート姿であったことだ。子供達を相手に活動的に動くにはズボンが合うのではない

かと思うが。 

■教師は「指導する」という言葉が身についているようで、気に掛かる。特に性教育にお

いては「指導する」より「共に考える」といった姿勢が必要ではないかと思う。自分自身

の「解放されていない性意識」と「指導」という言葉がどうもちぐはぐで危うさを感じた。 

■「生命の尊重」が「母性の尊重」にすり変わっていく危険性も感じる。教科書に流れて

いる基調でもあり、もっと「女性の人権」ということが語られていいのではないか。 
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